
世界史B演習 休校中学習課題２（教科書 287 頁～301 頁参照） 

以下の【 】内に適当な語句を解答用紙に書き込み、解答用紙を提出してください。 

 

インドの植民地化 

〇各国東インド会社の活動 

・オランダ：【１   】（バタヴィア）が拠点 

・イギリス：【２   】・【３   】・【４   】が拠点 

・フランス：【５   】・【６   】が拠点 

・綿布・茶などの交易 

・人名アウラングゼーブ没後の軍事抗争に積極的に介入 

→ 19 世紀半ばにはイギリス東インド会社がインド全域を制圧 

→ 植民地として支配（東インド会社 ＝ 統治者） 

〇インド帝国の成立 

 ・1857～59 【７   】の反乱（インド大反乱） → 鎮圧後イギリス本国が直接統治 

  ※反乱軍に擁立されたムガル皇帝は流刑 ＝ ムガル帝国の滅亡（1858） 

 ・1877 イギリス王（人名ヴィクトリア女王）がインド皇帝に即位 ＝ インド帝国の成立 

 ・反乱の反省から「【８   】統治」の手法 

 

東南アジアの植民地化 

〇インドネシア：【９   】の支配 

 ・オランダ領東インド（ジャワ島が中心） 

  ※ティモール島東部はポルトガル領 

〇マレーシア・ミャンマー・シンガポール：【10   】の支配 

 ・マレーシア：インド帝国に併合 

 ・ミャンマー・シンガポール：マレー連合州を形成 

〇フィリピン：【11   】の支配 

 ・カトリックの強制 

〇ベトナム・カンボジア・ラオス：【12   】の支配 

 ・フランス領インドシナ連邦 

〇【13   】：唯一独立を保つ 

 ・人名チュラロンコン（＝人名ラーマ5世）  近代化 

   （ラタナコーシン朝）         英仏の勢力均衡 

 

清の侵蝕 

〇アヘン戦争（1840～42） 

 ・背景：イギリスの貿易赤字 → 三角貿易（アヘンをインドから中国へ輸出） 

 ・人名林則徐：アヘンを廃棄 → 開戦 

 ・南京条約：領土割譲（香港）・5 港開港など 

 ・虎門寨追加条約（1843）：  【14   】・【15   】を認める 

 ・虎門寨追加条約（1843）：  【16   】ナシ 

 



〇【17   】の乱（1851～64） 

 ・拝上帝会を率いる人名洪秀全の蜂起 →  「【18   】」 

 ・拝上帝会を率いる人名洪秀全の蜂起 →  天朝田畝制度 

 ・拝上帝会を率いる人名洪秀全の蜂起 →  1853 南京を占領 → 「天京」 

〇アロー（第 2 次アヘン）戦争（1856～60） 

 ・アヘン戦争後もイギリスの貿易低調 

  → アロー号事件を契機にイギリスフランス vs 清 

  →  天津条約（1858） 権益拡大 

     北京条約（1860） 

 ・戦後イギリス・フランスは太平天国鎮圧に協力 

  → 郷勇（漢人官僚、【19 人名   】（湘軍）・【20 人名   】（淮軍））を支援 

〇洋務運動 

 ・太平天国後の社会の安定（同治中興） 

 ・人名曽国藩・人名李鴻章らの近代化政策 

 ・「【21   】」（緩やかな改革） 

 

日本の開国 

〇不平等条約 

 ・1853 人名ペリーの来航 →  1854 日米和親条約 

 ・1853 人名ペリーの来航 →  1858【22   】条約 

〇【23   】（1868） 

 ・近代化  工業・軍事 

       憲法・議会の整備 

 ・19 世紀末までに条約改正し列強の一角へ → 台湾・琉球・朝鮮へ侵出 

 

朝鮮 

〇開国 

 ・江華島事件（1875）→ 日朝修好条規（不平等条約） 

 ・日清間の対立 

 

 

 

 

 

〇日清戦争（1894） 

 ・朝鮮と清 ＝ 宗属関係（宗主国と藩属国） 

  → 壬午軍乱（1882）・甲申政変（1884）を清が鎮圧 

 ・1894 甲午農民戦争 → 日本と清が鎮圧後衝突 

 ・【24   】条約（1895）：「朝鮮の独立」→ 日本の勢力下に 

 

 

 

清 日本 人名金玉均 
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世界史B演習 休校中学習課題 2 解答用紙 ※自宅で印刷できない場合は手作りも可 
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